
秀明大学看護学部紀要　第 5 巻 1 号（2023） 27

現場とつながるオンライン高齢者施設実習の成果と現状
～学生の学修成果と課題～

Outcomes and Current Status of Online Practical Training at Long-term Care Facilities 
for Elderly ~Learning Outcomes and Issues of Nursing Students ~

要　旨
　COVID-19 の影響により、オンラインとなった高齢者施設実習をリアルタイムでのコンテンツ提
供とビデオ通話を用いた双方向コミュニケーションを中心とした方法で、施設入所中の高齢者を受
け持ち実施した。本研究はその学修成果と課題を明らかにするため、学生３名に個別インタビュー
を行い分析した。
　学修成果では動画視聴や高齢者像作成を踏まえた【討議を重ねることによる学びの深化】を経て

【看護・介護の専門性の具体的な学び】や【その人らしさを尊重したケアの重要性への学び】【認知
症高齢者のとらえ方の肯定的変化】【動画視聴による様々な援助場面の理解と満足感】等につなが
った。また、【学びの過程を共有することによる実習の達成感】や【動画視聴と討議を重ねること
による学びの深化と満足感】は【オンライン実習による主体的な学習態度の涵養】をもたらしていた。
背景には【教員との円滑なコミュニケーションによる学びの深化】や【実習指導者との緊張的関係
の緩和】が影響していると考えられた。オンライン実習の課題として【看護技術の実践力への不安】

【資料作成におけるグループワークのしづらさ】や長時間のパソコン使用による【オンライン実習
での臨地実習と異なる疲労感】があった。
　キーワード：新型コロナウイルス感染症、高齢者施設、老年看護学、オンライン実習
　Key Words：Covid-19，Long-term care facilities for elderly，Gerontological Nursing，Online 
training

Ⅰ．はじめに　
　Coronavirus disease 2019（ 以 下、COVID-19 と す
る）まん延により、多くの看護師養成施設では 2020
年度以降の実習を学内あるいは遠隔で行うことを余儀
なくされた。本学でも看護学実習を含む 2020 年度前
期授業を、全面的にネットワークを通じて行う遠隔授
業とすることが決定された。授業時間内に配信するこ
と、双方向であること、学生の通信状況に負担をかけ
ないために音声や動画の使用は必要最低限にするとい
う原則のもと、遠隔による看護学実習を約 1 か月で準

備することになった。また、本学看護学部は 2017 年
に創設されたため、4 年生前期の実習が初めてであっ
たことに加えて、実習施設である高齢者施設ではこれ
まで看護学生の実習を受け入れた経験がほとんどなか
った。これらの厳しい条件のもと、臨場感ある学びと
するためにビデオ会議システムを用いてリアルタイム
にコンテンツを配信し、討議する方法を選択した。提
供するコンテンツは実習施設の協力を得て作成したオ
リジナル動画、実習施設に入所している受け持ち高齢
者情報、ビデオ通話による受け持ち高齢者とのコミュ
ニケーション、実習指導者のレクチャーと討議等とし
た。これらをもとに実習を行い、全ての学生が目標達
成に至った。今回、その学修成果と課題を学生へのイ
ンタビューから明らかにしたので報告する。
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Ⅱ．研究目的
　オンラインによる高齢者施設実習（以下、オンライ
ン実習）での学修成果と課題を明らかにする。

Ⅲ．老年看護学実習Ⅱ（高齢者施設実習）の概要
１．実習目的・目標
　老年看護学実習Ⅱは、障害を抱えながら地域で生活
する高齢者とその家族の特性を理解し、地域の保健・
医療・福祉サービス機関と連携しながら、高齢者が地
域で生活し続けるための継続看護を実践するための能
力と態度を養うことを目的とし、４年生前期に２週間
実施する２単位の必修科目である。実習施設は介護老
人保健施設または介護老人福祉施設で、2020 年度に
初めて実施する予定であった。しかし、COVID-19 の
影響により、当該科目の臨地実習の経験が全くないま
まオンラインで実施する運びとなった。
　実習目標は、① 介護老人保健施設等で生活する療
養者を全人的に理解し、その人らしさを尊重した施設
における看護の機能と役割を考えることができる ② 
認知症など生活機能障害のある高齢者とその家族を全
人的に理解し、尊厳ある態度で接することができる 
③ 施設および地域における保健・医療・福祉の連携
および社会資源の活用を理解し、高齢者が地域で生活
し続けるための支援について考えることができる の
３つであり、それぞれの実習目標に対して具体的到達
目標を設定した。具体的到達目標には実践力を求める

「対象の気持ちを尊重し、快を与える生活援助を計画
し実施・評価できる」「生活の中でその人らしさが生
かされるよう対象の強みを活かした支援ができる」等
が含まれている。

２．学生の状況
　受講した学生 34 名は、３年次後期の各論実習をす
べて臨地で経験した。老年看護学分野では老年看護学
実習Ⅰにおいて病院で高齢患者を受け持つ２週間２単
位の実習を行った。

３．高齢者施設実習をオンラインで行うにあたっての
変更点
　分野内の教員で討議し、実習目的・目標については
変更しなくても達成可能であることを確認した。到達
目標については、オンラインの特性上、実践的な内容
は達成することが難しいことから、「計画・実施・評
価」に関することは「計画できる」「考えることがで

きる」とし、思考を重視するものに変更した。

４．オンライン実習に用いたツール
１）Zoom CloudMeetings（以下、Zoom）
　Zoom 社が提供するビデオ会議システム 1）を初日オ
リエンテーション、動画視聴と討議、カンファレンス
・報告会、実習指導者によるレクチャー、受け持ち高
齢者とのコミュニケーションに使用した。
２）Google Classroom（以下、GCR）
　Google 社が提供する教育機関向け Web サービス 2）。
オンライン上でメッセージの送受信、資料配布、課題
の配信、提出、採点、返却を行うことができる。また、
ビデオ会議ツール（Google Meet；以下、Meet）や、
ドキュメント作成ソフト（Google ドキュメント；以
下、ドキュメント）、プレゼンテーションソフト（Google 
スライド；以下、スライド）が連動しており、GCR
のメンバーとなっている教員・学生間でファイルの共
有や、共同編集が可能である。朝の出席確認、資料配
布、諸連絡、記録物・レポートの提出、最終報告会の
資料作成において GCR 及びドキュメント、スライド
を使用した。また、一部のカンファレンスでは Zoom
に代えて Meet を使用した。

５．事前準備
　2020 年 4 月、実習が全面的にオンラインになるこ
とが決定された際、直ちに実習施設に協力を依頼した。
感染予防の観点から施設に立ち入ることができないた
め、Zoom を用いて実習指導者と打ち合わせを重ねて
実習内容を検討し、受け持ち高齢者情報の提供、施設
構造やケア場面・デイサービスの動画撮影、実習指導
者によるレクチャーとカンファレンスへの参加につい
て協力を得た。受け持ち高齢者は現在、実習施設に入
所中で認知症の診断を受けた 65 歳以上の高齢者を実
習指導者が選定した。高齢者および家族には実習指導
者が実習のために情報を提供することと学生とビデオ
通話を行うことを説明し同意を得た。
　学生に対しては、通信状況を確認するとともに、可
能な限りパーソナルコンピューターを準備し、一日数
時間のビデオ通話が可能な通信環境を整えるよう伝え
た。

６．オンライン実習の進め方（表１　実習スケジュール）
　実習開始までに GCR から実習要項、実習記録用紙
等の資料と事前学習課題を配信した。学生は３～４名
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のグループで１名の認知症高齢者を受け持ち看護過程
を展開した。実習期間を通し、受け持ち高齢者のアセ
スメントと同時進行でケア場面等の動画視聴と討議を
行った。加えて、一週目には認知症高齢者とのコミュ
ニケーション場面の動画を基にしてプロセスレコード
を作成した。二週目には受け持ち高齢者の生活史を踏
まえた高齢者像を各々がまとめ、発表して討議し深め
ていった。さらに認知症高齢者を深く理解するために、
Zoom でコミュニケーションを行った。コミュニケー
ションはグループ全員と受け持ち高齢者が 15 分程度
会話をした。コミュニケーション前日には、進め方も
含めて学生が主体的に考え、互いに受け持ち高齢者を
演じて練習をした。実習指導者が参加するカンファレ
ンスでは、高齢者像をまとめていく過程で学生が必要

と思った情報に加えて、動画を視聴して疑問に思った
ことや確認したいことを質問できる時間を設けた。
　学生は、毎日 GCR を介して実習開始前に日々の行
動計画を、実習終了時はその日の実施と考察、学び
を提出し、教員がコメントを入れて返却した。実習
最終日は実習指導者を交えて合同報告会を行った。
報告会後には個別面接を行い、目標達成度を確認し
た。Zoom を使用しない時間は個人ワーク（Personal 
Works；以下、PW とする）とし、学生各々が理解を
深めるために主体的学修に取り組んだ。受け持ち高齢
者のプライバシー保護の観点から受け持ち高齢者の氏
名はメールや GCR、実習記録等に一切記載せず口頭
で伝えるのみとし、学生には個人情報保護に関する誓
約書の提出を義務づけた。

表１　実習スケジュール	 	 
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動画に基づいたプロセスレコード作成
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Ⅳ．研究方法
１．研究デザイン
　質的記述的研究

２．対象者
　オンライン実習を受講し、研究協力に同意が得られ
た学生３名

３．データ収集
　インタビューガイドを用いた半構成的インタビュー
を Zoom で行った。質問項目はオンラインでの高齢者
施設実習で学んだこと、オンラインであったからこそ
学びが深まったと感じられること、オンラインでの高
齢者施設実習において困難に感じたこと、臨床実習と
オンライン実習で違うと感じたこととし、必要に応じ
て質問を加えた。

４．分析方法
　インタビューの音声から作成した逐語録を熟読し、
意味のあるまとまりで内容を切り取り、意味内容が損
なわれないよう文を整えコード化した。得られたコー
ドを帰納的に分析しサブカテゴリー化し、さらにカテ
ゴリーを抽出した。分析にあたっては複数の研究者で
検討し、妥当性を確保した。

５．倫理的配慮
　参加者には、当該科目の成績が確定した後に研究目
的、研究参加の任意性、個人情報の保護について口頭
及び書面で説明し同意を得た。Zoom を使用したイン
タビューでは、情報セキュリティの観点から待機室を
有効化するなど細心の注意を払った。本研究は所属大
学の研究倫理委員会の承認のもと行った（承認番号
20E001A）。
　尚、本研究において開示すべき利益相反はない。
 
Ⅴ．結果
　以下の文中、カテゴリーを【　】、サブカテゴリー
を〔　〕、コードを〈　〉で示す。

１．オンライン実習の成果（表２－１，表２－２）
　58 のコード、11 のカテゴリーと 23 のサブカテゴリ
ーが抽出された。以下、カテゴリー毎に説明する。
　【討議を重ねることによる学びの深化】では、学生
はオンライン実習において動画視聴と討議を繰り返す

ため、〈オンライン実習は一日のうちでグループで話
し合う機会が多く、いろいろ喋れたので臨地実習より
深まったかなと感じる〉ことにつながっていた。〔デ
ィスカッションで考えや学びを整理しながら進めるの
で記録に悩む時間が少なかった〕と、実習が終了した
時点で学びが充分深まっていることがうかがえた。
　【学びの過程を共有することによる実習の達成感】
では、それぞれ異なる空間にいる学生が、グループ
で 1 人の高齢者を受け持って看護を展開していくこと
で、〈同じ対象者でもそれぞれが考える看護問題が異
なり、どれが対象のその人らしさを尊重した看護にな
るのかを考えられたことは大きかったと思った〉。ま
た、〈リモートでは自分のことだけで必死にならない
ので、臨地実習よりも話す機会が多かったと思う〉た
め、〔同じ対象への看護をメンバー全員で考え討議し
たことで、その人らしさを尊重した看護の学びを実感
できた〕。さらに、〈臨地実習では一人ひとり違う患者
を受け持ち、自分の困ったことを話し合っていたが、
リモートでは同じ対象者を受け持っているので自分が
気付かないところをグループのメンバーで話し合い深
めることができた〉。また、〈メンバーと毎日密に連絡
していたので、ともに一つのことをやり遂げた達成感
が共有でき、リモートの方が仲が深まったと感じる〉
ことにより、〔オンライン実習は毎日メンバーと一緒
に学習を進めたので、親密度が増し、達成感が大きか
った〕と実感した。
　【動画視聴と討議を重ねることによる学びの深化と
満足感】は、〈臨地実習ではカンファレンスはそれぞ
れが経験した場面を共有する場になっていたが、リモ
ートではみんな同じ動画を見てそれぞれの気づきを話
し合うので、深く話している感じがして楽しいと思っ
た〉や、〔同じ場面をみんなでくり返し視聴して討議
を重ねることで多様な視点を得て洞察力が深まったと
感じた〕ことから得られていた。
　【動画視聴による様々な援助場面の理解と満足感】
は、〔動画の中でケアを実践しているスタッフから援
助の根拠や意見を聞くことで大きな学びになった〕こ
とや、〔動画を通して様々な対象への援助場面を学べ
たことで満足感が得られた〕経験から生じていた。
　【看護・介護の専門性の具体的な学び】は、看護職
・介護職それぞれの援助場面動画の視聴と討議、看護
職のレクチャーと質疑応答を通じて学生は、〔対象者
をよく知った上でケアを工夫することが介護職の専門
性だと学んだ〕り、〔動画や Zoom での看護師の話から、
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施設では緊急時の判断力が看護師に求められていると
感じた〕ことで得ていた。
　【多職種連携における態度の学び】では、看護職・
介護職の専門性の具体的な学びを経て、〔施設では介
護職の専門性を大切にした上での連携が必要だと学ん
だ〕り、〈患者への対応に関するアドバイスをもらう
ためにも職場の職員同士のコミュニケーションを活発
に取っていかないといけない〉といった〔他職種との
コミュニケーションを活発に取っていこうとすること
が大事だと思った〕と学んでいた。
　【その人らしさを尊重したケアの重要性への学び】
では、学生は、〈施設は生活に密着しているので、そ
の人らしさやその人のペース、価値観を大切にするこ
とが必要と思った〉や、〈動画の中で、介護職が認知

症の人を傷つけない言い方をしていたのがすごいなと
思った〉など、〔認知症の人と介護職がかかわる動画
から、その人らしさを尊重することが大切と学んだ〕。
　【認知症高齢者のとらえ方の肯定的変化】は〈Zoom
でのコミュニケーションでは、対象が思っていたより
も話していたり、身なりに気を使っていたりして明る
く楽しそうで、本当に認知症なのかと思った〉のよう
に〔Zoom でのコミュニケーションでは認知症の人が
明るく楽しそうだったので印象が変わった〕と肯定的
にとらえていた。また、認知症高齢者の発言から〔認
知症高齢者が目的を持って生活していて、目的意識は
とても大切と思った〕という、対象の内面のとらえ方
の変化も見られた。
　【オンライン実習による主体的な学習態度の涵養】
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表２－１　オンライン実習における学修成果

討議を重ねること
による学びの深化
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では、〈臨地実習では自分のうけもち対象だけで精一
杯なので、カンファレンス以外でメンバーに相談はし
ない〉学生も、オンライン実習では〈グループ通話で
コミュニケーションをとっていた〉。また、〔オンライ
ン実習は気持に余裕があるので、実習時間外でもメン
バーに相談したり、話し合ったりして学びを深めた〕。
さらに、学生は臨地実習ではレポートを書く時くらい

しか文献を見なかったが、〔オンライン実習では教科
書や文献で自分で調べて学びを深めた〕行動をとって
いた。また、〈実習の移動時間がないので終了後に多
く勉強できた〉ことで〔オンライン実習は実習時間外
も自己学習に積極的に取り組んだ〕のように通学に時
間を費やさずに済むことによる余裕が自己学習の動機
となっていた。さらには、〔オンライン実習では自分
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表２－２　オンライン実習における学修成果（つづき）
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の考えを言う機会が多いので、言語化する力が身につ
いた〕と感じていた。
　【教員との円滑なコミュニケーションによる学びの
深化】では、いつでも教員にメールを通じて連絡が取
れることから、〈オンライン実習ではケアの時間や教
員の都合に縛られずにメール等ですぐに質問できてし
っかり考えることができた〉のように学生は〔リモー
ト実習は教員に質問したり助言をもらいやすいので、
考えが深まった〕と感じていた。
　【実習指導者との緊張的関係の緩和】では、〈臨地実
習では実習指導者との関係性も気を付けながら実習を
やっているが、リモートではそのストレスはあまりな
かったと思う〉と、学生は〔オンライン実習では実習
指導者との関係性のストレスはなかった〕と感じてい
た。

２．オンライン実習における課題（表３）
　オンライン実習における課題は 17 のコードが得ら
れ、4 つのカテゴリーと 6 のサブカテゴリーが抽出さ
れた。
　【看護技術の実践力への不安】は、〈看護技術という
点では、臨床実習では対象の反応から自分の行動を修
正できるが、オンライン実習では自分の行動の評価が
しづらかったと思った〉や、〈動画やレクチャーで学

んだ不安を感じさせないバイタルサインの測定方法を
自分も実践してみたかった〉というように〔オンライ
ン実習では実践の機会が乏しく、看護技術が深められ
なかった〕と感じていた。さらには〈ちゃんとコミュ
ニケーションをとれるのかとかちゃんと働けるのかと
いう不安が大きく、臨地実習に行きたかったと思う〉
といった〔看護技術やコミュニケーションという点で
臨床に出てからの不安〕を訴えていた。
　【オンライン実習で得られる情報量の限界】では、〈臨
地実習であれば、対象者とかかわる中で得られた情報
が、紙面上でしか得られずわかりにくかった〉のよう
に〔動画や紙面では得られる情報に限界があると感じ
た〕り、〔対象者を深く知るには、コミュニケーショ
ンが１回では不十分だった〕と感じていた。
　【資料作成におけるグループワークのしづらさ】で
は、学生各々が自宅で受講しているため、〈グループ
でまとめを作成する際、リモートでは見てほしい部分
を伝えるのにもいちいち説明せねばならなくて大変だ
った〉というように〔オンラインでのグループワーク
ではメンバー同士のコミュニケーションがとりにく
く、資料作成が捗らなかった〕と感じていた。
　【オンライン実習での臨地実習と異なる疲労感】で
は、〔長時間パソコンに向うことによる臨地実習と違
う疲労感〕を持っていた。
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表３　オンライン実習における課題

に行きたかったと思う
不安が大きく、臨地実習

習と異なる疲労感
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Ⅵ．考察
　オンライン実習の成果をもたらした要因として、援
助場面を俯瞰することによる気づきの促進、討議と自
己学習の反復による主体的学習態度の涵養、実在の対
象と関わった体験からの学びの３つの視点で考察し、
今後の課題について考える。

１．援助場面を俯瞰することによる気づきの促進
　臨地実習では学生が援助を行う当事者として、看護
を実践しながら対象の反応や自らの行動を振り返るこ
とが学びにつながる。体験からの学びの効果は大きい
が、ケアの当事者となる学生は自身の行動を客観視す
ることが難しい。さらに山下らが述べているように知
識、技術が不十分なまま臨地に出ることで、学習成果
や看護過程の記述に時間がかかり自己学習時間がとれ
なくなる 3）。一方、オンライン実習では学生は援助場
面の動画を第三者の視点で客観的に何度も見ることが
できる。山口は動画の教育的機能として、繰り返し視
聴して理解を促進できること、目標とする情報以外に
も様々な情報が含まれている情報の余剰性が学習者に
色々な見方や考え方を誘発する可能性を与えること、
多人数が同時に視聴して共通の認識を持つことがで
き、集団学修や集団討議を効果的に行う手がかりを提
供できることを挙げている 4）。今回のオンライン実習
においては、〔同じ場面を動画で視聴しているので、
討議が深まり考えが広がった〕という学びの広がりと

〔同じ場面をみんなでくり返し視聴して討議を重ねる
ことで多様な視点を得て洞察力が深まったと感じた〕
という学びの深まりをもたらしていた。これは、動画
の教育的機能に加えて、自宅という緊張が強いられな
い状態で援助場面の動画を繰り返し視聴した上で討議
し、援助の意図や効果を学生が熟考することで、学生
の気づきを促進することにつながったと考える。さら
には、動画の中で援助をしている介護職員に質問する
機会を得たことで、気づきが的を射ているのか否か確
認でき、〔動画の中でケアを実践しているスタッフか
ら援助の根拠や意見を聞くことで大きな学びになっ
た〕と考える。

２．討議と自己学習の反復による主体的学習態度の涵
養
　オンライン実習では学生各々が動画視聴から気づ
き、学んだことを討議で共有した。討議では Zoom の
画面共有機能を用いて全員で動画を視聴した後、教員

が学生の発言を促していった。先述の通り学生は同じ
場面を視聴しているため、何を見てどう感じたかの共
有が容易にでき、他者の意見から多様な視点と新たな
気づきを得ていた。学生は臨地実習では他の学生に相
談したくても状況説明から始めざるを得ないことか
ら、〈自分のうけもち対象だけで精一杯なので、カン
ファレンス以外でメンバーに相談はしない〉状況にあ
る。早瀬らはオンライン実習の学習効果として、ひと
つの事例をみんなで展開することで足りない視点に気
付きやすいと報告している 5）。本研究においても、す
でに場面の共有がされていることから意見が伝わりや
すく、討議による学びの効果を学生は実感しやすい状
況にあったと考えられ、実習プログラム外にグループ
通話などで相談や話し合いを持つ主体性を発揮するこ
とにつながったと考える。さらに討議で発言する機会
が多いことから、学習不足を感じた学生の自己学習の
動機付けになり、主体的学習態度を涵養することにつ
ながったと考える。

３．実在の対象と関わった体験からの学び
　オンライン実習では実習施設の協力により認知症を
持つ入所者の情報を得て看護過程を展開し、生活史を
把握して高齢者像を深めた上で Zoom を通じてコミュ
ニケーションを行った。1 回のみ 15 分程度の実践で
あったが、学生に【認知症高齢者のとらえ方の肯定的
変化】をもたらした。桂らは、看護学生が抱く認知症
高齢者のイメージは学年の進行に伴って変化し、「尊
厳性」や「親密性」に対する肯定感が高まると述べて
いる 6）。今回のオンライン実習ではコミュニケーショ
ンの実践の前に、対象者に思いをはせながらその人ら
しさをとらえ、アセスメントした経緯があった。この
経緯があったからこそ、15 分という短い時間のコミ
ュニケーションでも、認知症高齢者のイメージの肯定
的変化が得られたと考える。その経緯の中で Milton 
Mayeroff の述べているケアの要素である「専心」7）が
生じたと考える。模擬事例ではない生活者として実在
する対象にコミュニケーションを実践する方法を熟考
し、工夫をする過程で対象に専心し、ケアとしてのコ
ミュニケーションを体験したことによって深い学びと
なったと考える。

４．オンライン実習における課題
　オンライン実習では対象者に触れたり、直接関わっ
たりする援助ができない。このことは学生の【看護技
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術の実践力への不安】となり、就職後の不安にもつな
がっていた。学生と対象者が異なる空間にいる以上、
この壁を越えることは難しい。しかし、臨地実習では
学生は日々の援助に追われ、実践はできても思考がつ
いて行かない状況に陥る恐れがある。行動しながら考
えることを求められる看護においては、基礎教育の段
階で思考力を磨くことは重要であり、オンライン実習
で培った思考力は臨床の場でも発揮できるものである
と考える。

Ⅶ．結論
　動画視聴と討議の反復、実在の対象の看護過程を展
開し、遠隔で受け持ち高齢者とコミュニケーションを
図ることを中心としたオンライン実習は、学生の気づ
きの促進と学習への主体性の涵養を通じて思考力を磨
くことにつながることが示唆された。一方で実践力へ
の不安という課題を残した。オンライン実習の持つ学
生の思考力を磨くという特性を生かし、臨地実習や学
内実習と組み合わせることでより効果的な実習プログ
ラムに発展させることができる可能性があると言える。

Ⅷ．おわりに
　本研究は、感染症蔓延下における緊急的な代替実習
という限定された状況で、対象者も３名と少なく、現
状報告にとどまるという限界がある。Covid-19 とい
う危機を看護学実習の学習効果を高める工夫ができる
好機ととらえ、その成果と課題について研究を重ねて
いく必要性がある。

　最後に、オンライン実習を行うにあたりご協力いた
だいた受け持ち高齢者の皆様ならびに実習施設職員の
皆様、研究にご参加いただいた学生の皆様に心より感
謝いたします。
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